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院
政
期
願
文
に
お
け
る

「治
天
の
君
」
像

―
―
藤
原
永
範
の
鳥
羽
院
関
連
願
文
を
中
心
に
―
―

は
じ
め
に

は
や
く
諸
方
面
か
ら
の
注
目
を
集
め
て
い
た
平
安
時
代
後
期
の
願
文

研
究
は
、
近
年
、
山
崎
誠
氏
や
李
育
娼
氏
ら
に
よ
り

『
江
都
督
納
言
願

文
集
』
の
精
緻
な
読
解
に
も
と
づ
く
成
果
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
、
新

た
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。

し
か
し
、
両
氏
の
研
究
対
象
が
い
ず
れ
も

『
江
都
督
納
言
願
文
集
』

で
あ
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
依
然
と
し
て
そ
の
対
象
は
大
江
匡
房
に

限
定
さ
れ
て
い
る
と
言

っ
て
良
い
。
確
か
に
、
匡
房
は
平
安
時
代
後
期

を
代
表
す
る
鴻
儒
で
あ
り
、
か

つ
、
そ
の
願
文
が
、
後
人
の
編
集
に
よ

る
も
の
と
は
言
え
、
ま
と
ま

っ
た
量
を
持

つ
集
と
い
う
形
で
現
存
し
て

い
る
こ
と
は
、
研
究
に
と

っ
て
大
き
な
利
点
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
こ

と
が
天
永
二
年

（
一
一
一
こ

に
死
去
し
た
匡
房

一
人
の
作
を
も

っ
て

平
安
時
代
後
期
、
ま
た
院
政
期
願
文
を
代
表
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
か

の
よ
う
な
理
解
に
つ
な
が
る
こ
と
に
は
十
分
な
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

匡
房
以
後
も
儒
者
ら
は
膨
大
な
数
の
願
文
を
作
り
続
け
、
そ
の
い
く
ら

か
に
つ
い
て
は
現
存
も
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

仁
木
　
夏
実

例
え
ば
、
藤
原
永
範

（
一
一
〇
二
～

一
一
八
〇
）
と
い
う
儒
者
が
い
る
。

藤
原
南
家
成
季
流
か
ら
出
身
し
、
二
十
八
年
間
に
亘

っ
て
式
部
大
輔
の

座
に
あ

っ
た
彼
は
、
平
安
時
代
の
最
末
期
に
活
躍
し
た
儒
者
で
あ
る
が
、

三
十
篇
余
り
の
願
文
と
呪
願
文

（以
後
願
文
と
総
称
す
る
）
を
残
し
て
い

る
。
そ
の
多
く
は
鳥
羽
院
の
主
催
す
る
法
会
の
た
め
の
修
善
願
文
で
あ

り
、
従
来
の
、
作
者
で
は
匡
房
、
文
体
と
し
て
は
追
善
願
文
に
偏
向
し

が
ち
で
あ

っ
た
願
文
研
究
で
は
、
さ
ほ
ど
注
目
さ
れ
る
も
の
で
は
な

か

っ
た
が
、　
一
人
の
作
者
に
よ
る
、
ま
と
ま

っ
た
傾
向
を
持

つ
願
文
と

し
て
院
政
期
願
文
の
重
要
な
サ
ン
プ
ル
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

小
稿
は
、
こ
れ
ら
藤
原
永
範
の
鳥
羽
院
関
連
願
文
を
中
心
と
す
る
、

院
政
期
願
文
に
描
か
れ
た
院
の
像
に
注
目
し
、
そ
の
表
現
の
変
遷
と
歴

史
的
背
景
の

一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

一

仁
平
四
年

（
一
一
五
四
）
六
月
八
日
、
左
大
臣
藤
原
頼
長
は
、
高
陽

院
北
殿
に
お
い
て
等
身
薬
師
如
来
像

一
体
等
を
供
養
す
る
法
会
を
開
催

し
た
。
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今
日
、
余
、
法
皇
の
奉
為
に
等
身
薬
師
如
来
像

一
躯

〈居
〉
、
五

寸
同
像
千
体

〈立
〉
、
素
紙
招
写
薬
師
経
千
巻

〈
二
月
二
十
日
之

を
始
む
。
八
日
吉
曜
を
得
、
薬
師
に
便
有
り
。
昴
て
供
養
す
る
所

な
り
。
此
れ
近
日
の
御
悩
を
救
わ
ん
が
為
な
り
〉
を
供
養
す
。

（原
漢
文
）

と
、
頼
長
が
自
身
の
日
記

『
台
記
』
に
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ

は
、
こ
こ
数
年
病
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
数
日
前
の
六
月

五
日
に
も
体
調
を
崩
し
て
い
た
鳥
羽
院
の
長
寿
を
祈
願
す
る
た
め
に
、

二
月
二
十
日
か
ら
準
備
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ

っ
た
。
「
口
記
』
は
鳥

羽
院
と
美
福
門
院
の
渡
御
、
布
施
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
藤
原
永

範
が
草
し
た
願
文
を
載
せ
る
。

Ａ
蓋
聞
。

過
二
十
恒
沙
之
刹
土
ヽ
有
三

世
界
之
殊
勝
「

其
処
号
二
東
方
浄
瑠
璃
ヽ
表
裏
之
映
徹
互
通
。

其
尊
称
二
南
誤
薄
伽
梵
ヽ
二
六
之
誓
願
不
レ妄
。

求
二
長
寿
・得
二
長
寿

・焉
、
彰
二
功
能
於
現
在
生
之
際
「

祈
二
衆
病
・除
二
衆
病
「
施
二
利
益
於
像
法
転
之
時
「

医
王
妙
力
不
レ
可
二
測
量
一者
欺
。

Ｂ
伏
惟
。

参
天
弐
地
之
玄
徳
惟
疎
、
早
遜
二
帝
位
つ

出
離
解
脱
之
素
意
無
レ
変
、
遂
入
二
釈
門
「

自
レ
爾

煙
霞
洞
中
、
何
有
二
客
塵
之
来
冒
「

水
月
観
底
、
宜
無
二
俗
慮
之
相
催
「

但
太
政
天
皇
者
嫡
嗣
也
。
今
上
陛
下
者
少
子
也
。

屋
受
■
一代
之
尊
崇
ヽ
未
レ
絶
二
万
機
之
諮
詢
「

四
海
安
危
、
自
驚
二
禅
座
之
下
「

万
姓
理
乱
、
猶
決
二
幽
居
之
中
「

Ｃ
是
以
、

左
相
府
視
三
我
過
二
知
命
之
齢
ヽ
祈
〓
我
保
二
退
年
之
穿
・所
以
、

外
為
レ
場
二
報
国
之
忠
ヽ
内
為
レ
抽
二
匪
石
之
志
・之
故
也
。

偶
奉
レ
造
二
立
等
身
皆
金
色
薬
師
如
来
像

一
体
。

五
寸
同
像

一
千
体
“
奉
レ
摸
二
写
薬
師
経

一
千
巻
”

Ｄ
干
レ
時
林
鐘
上
旬
之
候
、
薬
師
縁
日
之
朝
。

排
二
城
南
之
離
宮
ヽ
移
二
広
厳
城
之
旧
儀
「

嘱
二
法
中
之
上
徳
ヽ
整
二
秘
密
法
之
軌
範
つ

一
十
余
二
之
僧
徒
、
称
二
讃
同
音
ヽ

高
椀
茂
棘
之
卿
相
、
列
二次
満
座
「

慧
業
之
趣
、
偏
資
二
妙
身
「

Ｅ
昔
黄
帝
之
至
二
襄
城
一也
、
右
鯵
乗
之
屋
従
空
迷
。

今
朱
愚
之
訪
二寿
域
一也
、
左
僕
射
之
精
誠
甚
厚
。

彼
遇
二
牧
馬
童
子
ヽ
唯
問
二
養
生
治
身
之
道
つ

此
仰
二
医
王
薄
伽
ヽ
更
憑
二
除
病
延
命
之
願
「

Ｆ
伏
請
薬
師
如
来
、
棘
情
知
見
。

十
二
夜
叉
、
勤
二
潜
衛
於
造
次
「

七
千
春
属
、
致
二
護
持
於
尋
常
「



然
則
姑
射
山
間
九
横
之
雲
咸
散
、

粉
陽
水
上
十
清
之
波
鎮
閑
。

乃
至
法
界
。
勝
因
不
レ
限
。
敬
白
。

故
人
の
冥
福
を
祈
る
追
善
願
文
に
つ
い
て
は
、
『
王
澤
不
場
抄
』
な

ど
に
構
成
の
概
説
が
見
ら
れ
る
が
、
管
見
の
と
こ
ろ
、
修
善
願
文
に
つ

い
て
そ
う
し
た
も
の
は
知
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
永
範
や
彼
と
同
時

代
の
儒
者
ら
に
よ
る
修
善
願
文
を
通
覧
す
る
と
、
お
お
む
ね
、
『
王
澤

不
場
抄
』
に
言
う
と
こ
ろ
の
、
「世
間
無
常
」
「
仏
法
讃
歎
」
に
あ
た
る

内
容

（
こ
の
願
文
で
は
Ａ
）
。
願
主
が
今
回
の
修
善
を
行
う
に
到

っ
た
経

緯

（同
Ｂ
。
Ｃ
）
。
法
会
の
様
子

（同
Ｄ

・
『王
澤
不
颯
抄
』
の

「修
善
仏
経

事
」
「時
節
景
気
事
し

。
故
事

（同
Ｅ

・
『王
澤
不
場
抄
』
の

翌
日
因
縁

事
し

。
回
向
句

（同
Ｆ

・
『王
澤
不
場
抄
』
の

「廻
向
句
し

と
い
う
構
成

に
な
る
の
が
基
本
的
な
形
の
よ
う
で
あ
る
。
追
善
願
文
で
は
故
人
の
生

前
の
様
子
や
逝
去
の
有
様
、
ま
た
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
人
々
の
悲
し
み

の
描
写
に
修
辞
が
凝
ら
さ
れ
、
表
現
の
中
心
と
な
る
が
、
そ
の
代
わ
り

に
、
願
主
が
ど
の
よ
う
な
立
場
の
人
間
で
あ
る
の
か
、
そ
し
て
、
ど
う

い
っ
た
経
緯
で
法
会
を
開
催
す
る
に
至

っ
た
の
か
が
説
明
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
以
下
、
こ
の
法
会
の
Ｂ
と
Ｃ
を
適
宜
区
切

っ
て
見
て
い
こ
う
。

Ｂ
伏
し
て
惟

へ
ら
く
。

参
天
弐
地
の
玄
徳
惟
れ
疎
く
、
早
く
帝
位
を
遜
る
。

出
離
解
脱
の
素
意
変
ら
ず
、
遂
に
釈
門
に
入
る
。

ひ
れ
伏
し
て
考
え
を
致
し
ま
す
に
、
私
は
か

つ
て
天
地
と
同

じ
で
あ
る
べ
き
奥
深
い
徳

に
乏
し
く
、
早
く
に
帝
位
を
退
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
ご
ろ
か
ら
抱
い
て
い
た
出
離
生
死

の

思
い
が
揺
る
が
な
い
こ
と
か
ら
、

つ
い
に
仏
門
に
入
り
ま
し

た
。

爾
よ
り

煙
霞
洞
中
、
何
ぞ
客
塵
の
来
り
冒
す
こ
と
有
ら
ん
。

水
月
観
底
、
宜
し
く
俗
慮
の
相
催
す
こ
と
無
か
る
べ
し
。

そ
れ
以
来
、
霞
た
な
び
く
我
が
隠
居
所
に
、
ど
う
し
て
客
人

の
訪
れ
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
水
月
を
観
想
す
る
我
が
心
に

は
、
俗
世

へ
の
思
い
な
ど
兆
す
こ
と
も
無
く
て
し
か
る
べ
き

な
の
で
す
。

但
し
、

太
政
天
皇
は
嫡
嗣
な
り
、
今
上
陛
下
は
少
子
な
り
。

屡
二
代
の
尊
崇
を
受
け
、
未
だ
万
機
の
諮
詢
絶
え
ず
。

四
海
の
安
危
、
自
ら
禅
座
の
下
を
驚
か
し
、

万
姓
の
理
乱
、
猶
ほ
幽
居
の
中
に
決
す
。

し
か
し
、
太
政
天
皇
は
我
が
嫡
子
で
あ
り
、
今
上
陛
下
は
我

が
末
子
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
代
か
ら
私
は
し
ば
し
ば

（父

と
し
て
）
礼
を
尽
く
さ
れ
、
政
務
に
関
す
る
諮
詢
が
未
だ
途

切
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
天
下
の
安
穏
も
危
急
も
、
出

家
の
身
の
周
り
を
騒
が
せ
、
万
民
が
治
ま
る
も
乱
れ
る
も
、

私
の
隠
居
所
で
定
め
ら
れ
る
の
で
す
。

Ｃ
是
を
以
て
、
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左
相
府
我
が
知
命
の
齢
を
過
ぐ
る
を
視
、
我
が
退
年
の
等
を
保
た

ん
こ
と
を
祈
る
が
所
以
に
、

外
に
は
報
国
の
忠
を
颯
さ
ん
が
為
、
内
に
は
匪
石
の
志
を
抽
か
ん

が
為
の
故
な
り
。

昴
て
等
身
皆
金
色
薬
師
如
来
像

一
体

・
五
寸
同
像

一
千
体
を
造
立

し
奉
り
、
薬
師
経

一
千
巻
を
模
写
し
奉
る
。

そ
こ
で
、
左
大
臣
は
私
が
五
十
歳
を
超
え
た
の
を
見
、
私
の

長
命
を
祈
る
た
め
に
、
ま
た
、　
一
つ
に
は
忠
義
を
尽
く
し
て

国
の
恩
義
に
こ
た
え
る
た
め
、
そ
し
て

一
つ
に
は
石
の
ご
と

く
堅
固
な
真
心
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
、
等
身
の
皆
金
色
薬
師

如
来
像

一
体
と
五
寸
の
薬
師
像

一
千
体
を
造
り
、
薬
師
経

一

千
巻
を
書
写
さ
れ
た
の
で
す
。

願
文
の
主
語
は
明
ら
か
に
鳥
羽
院
で
あ
り
、
法
会
の
願
主
は
鳥
羽
院

と
考
え
ら
れ
る
が
、
Ｃ
の
内
容
よ
り
左
大
臣
頼
長
が
院
の
長
寿
を
願

っ

て
法
会
を
用
意
し
た
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
法
会
の
造
営
主
体
と

願
主
と
が
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
例
で
あ
る
。

興
味
深
い
の
は
、
Ｂ
の
、
鳥
羽
院
が
自
ら
に
つ
い
て
述
べ
る
部
分
の

分
量
の
多
さ
で
あ
る
。
す
で
に
五
十
歳
と
い
う
、
当
時
と
し
て
は
高
齢

に
属
し
た
年
齢
で
政
権
の
中
枢
で
重
要
な
位
置
に
あ
る
院
の
長
寿
を
祈

る
と
い
う
願
趣
の
、
「
政
権
の
中
枢
で
重
要
な
位
置
に
あ
る
」
こ
と
を

述
べ
る
た
め
に
、
全
体
で
五
百
文
字
あ
ま
り
の
こ
の
願
文
の
約
五
分
の

一
、
百
文
字
以
上
が
充
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
内
容
的
に
も
、
不

徳
を
自
覚
し
て
退
位
し
た
時
か
ら
説
き
起
こ
し
、
出
家
し
、
静
か
な
生

活
を
送
ろ
う
と
す
る
も
の
の
、
上
皇
や
天
皇
の
父
親
と
し
て
国
政
に
参

与
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
と
い
う
院
の
、
仏

（そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、

世
間
で
あ
る
）
に
向
け
て
の
ポ
ー
ズ
が
対
句
を
多
用
し
た
修
辞
で
彩
ら

れ
、
強
調
さ
れ
て
い
る
。

永
範
の
現
存
す
る
三
十
篇
あ
ま
り
の
願
文
の
多
く
が
鳥
羽
院
関
連
の

も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
そ
れ
ら
を
通
覧
し
て
み
る
な
ら

ば
、
こ
の
例
の
よ
う
に
願
主
で
あ
る
院
に
つ
い
て
詳
細
な
記
述
を
行

っ

て
い
る
も
の
を
し
ば
し
ば
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
願
文
の
製
作
年
代

の
中
心
は

一
一
四
〇
年
代
か
ら
院
の
崩
ず
る

一
一
五
五
年
ま
で
。
頼
長

と
兄
忠
通
と
の
間
に
起
こ
っ
た
摂
関
家
の
内
証
が
深
刻
化
し
、
病
弱
な

近
衛
天
皇
の
後
継
者
問
題
や
院
近
臣
ら
の
動
き
と
も
絡
ん
で
政
治
的
緊

張
が
高
ま

っ
た
時
代
、
保
元
の
乱
前
夜
に
あ
た
る
。
治
天
の
君
と
し
て

そ
の
渦
中
に
君
臨
し
た
鳥
羽
院
は
、
ど
の
よ
う
な
姿
を
願
文
の
中
に
留

め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

二

田
中
文
英
氏
は
、
摂
関
に
補
弼
さ
れ
た
天
皇
統
治
を
正
当
な
政
治
体

制
と
す
る
摂
関
家
の
論
理
に
対
抗
し
て
院
政
側
が
主
張
し
た
論
理
と
し

て
、
「天
皇
と
の
関
係
を
い
わ
ば
家
父
長
的
論
理
を
癒
着
吻
合
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
天
皇
の
分
身
的
権
威
と
後
見
的
立
場
を
強
調
」
し
た
こ

と
を
指
摘
さ
れ
、
そ
の
例
と
し
て
永
範
の
鳥
羽
院
関
連
願
文
を
挙
げ
て

お
ら
れ
る
。
第

一
節
で
見
た
薬
師
如
来
像
供
養
願
文
に
お
け
る
Ｂ
が
ま

さ
に
そ
の
例
と
な
る
が
、
確
か
に
、
永
範
の
願
文
に
は
、
父
で
あ
る
が
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ゆ
え
に
、
い
ま
だ
幼
い
わ
が
子
天
皇
を
助
け
て
参
政
せ
ざ
る
を
え
な
い

鳥
羽
院
像
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
別
稿
で
も
い
く

つ
か
例
を
挙
げ
た

が
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
、
比
較
し
や
す
い
例
を
示
す
と
、
久
安
三
年

貧

一
四
七
）
八
月
十

一
日
の
鳥
羽
安
楽
寿
院
阿
弥
陀
堂
供
養
呪
願
文
が

あ
る
。
こ
こ
で
、
永
範
は
鳥
羽
院
を
次
の
よ
う
に
表
現
す
る
。

…
、
早
在
幼
味
、
謬
撫
皇
図
。
徳
隔
助
華
、
俗
謝
淳
朴
。

君
臨
之
間
、
経
二
八
廻
。
遜
譲
以
来
、
送
四
六
載
。

卜
棲
扮
水
、
永
逐
虚
舟
。
問
道
空
間
、
遂
帰
直
乗
。

上
皇
聖
主
、
二
代
厳
親
。
政
務
弛
張
、　
一
身
諮
詢
。

百
姓
咎
過
、
譴
責
寄
誰
。
三
業
罪
障
、
懺
悔
憑
仏
。
…

（…
、
早
く
幼
昧
に
在
り
、
謬
り
て
皇
図
を
撫
づ
。
徳
は
動
華
を

隔
て
、
俗
は
淳
朴
を
謝
す
。

君
臨
の
間
、
二
八
廻
を
経
。
遜
譲
以
来
、
四
六
載
を
送
る
。

棲
を
粉
水
に
卜
し
、
永
く
虚
舟
を
逐
ふ
。
道
を
空
間
に
問
ひ
、

遂
に
直
乗
に
帰
す
。

上
皇
聖
主
二
代
の
厳
親
な
り
。
政
務
の
弛
張
、　
一
身
に
諮
詢

せ
ら
る
。

百
姓
の
咎
過
、
譴
責
を
誰
に
か
寄
せ
ん
。
三
業
の
罪
障
、
懺

悔
を
仏
に
憑
ま
ん
。
…
）

幼
い
日
に
私
は
誤

っ
て
帝
位
に
つ
き
ま
し
た
が
、
誇
る
ほ
ど
の
徳
も

な
く
、
素
直
で
も
誠
実
で
も
な
い
俗
物
で
あ
り
ま
し
た
。
十
六
年
間
在

位
し
、
譲
位
し
て
か
ら
は
二
十
四
年
の
歳
月
を
送
り
、
院
と
な
っ
て
後
、

つ
い
に
仏
門
に
入
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
は
上
皇
と
今
上
天
皇
の
二

代
の
親
で
あ
り
、
政
治
の
興
廃
を

一
人
で
担

っ
て
い
る
の
で
す
。
天
下

万
民
の
罪
咎
を
誰
に
被
せ
ら
れ
る
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か

（い
や
、
誰

で
も
な
い
私
が
引
き
受
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
）。
こ
の
業
に
よ
る

罪
を
懺
悔
し
、
仏
に
お
す
が
り
し
た
く
思
い
ま
す
。
…

や
は
り
こ
こ
で
も
不
徳
を
自
覚
し
て
退
位

。
出
家
し
た
も
の
の
、
上

皇

。
天
皇
二
代
の
父
親
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
政
権
を
任
さ
れ
て
い
る

と
い
う
認
識
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
同
じ
法
会
で
用
い
ら
れ
た
藤
原
北
家
日
野
流
の
顕
業

の
手
に
な
る
願
文
は
、
ほ
ぼ
同
じ
部
分
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

…
、
伏
惟
、

昔
在
四
海
之
家
、
早
為
万
民
之
主
。

取
朽
多
歳
、
理
世
之
徳
独
疎
。

履
薄
幾
春
、
慎
日
之
心
難
慰
。

是
以
、

辞
紫
宮
而
遁
皇
図
、
出
茨
山
而
入
法
室
。

宿
慮
之
在
坐
禅
、
雖
知
空
観
之
隔
世
累
、

朝
使
之
伝
諮
問
、
尚
有
塵
事
之
到
我
心
。

懺
悔
之
思
、
造
次
無
休
。
…

（
…
、
伏
し
て
惟

へ
ら
く
、

昔
四
海
の
家
に
在
り
、
早
く
万
民
の
主
為
り
。

朽
ち
た
る
を
取
す
る
こ
と
多
歳
、
世
を
理
む
る
徳
独
り
疎
な

い
ソ
。

薄
き
を
履
む
こ
と
幾
春
ぞ
、
日
に
慎
し
む
心
慰
め
難
し
。



是
を
以
て
、

紫
宮
を
辞
し
て
皇
図
を
遁
れ
、
茨
山
を
出
て
法
室
に
入
る
。

宿
慮
の
坐
禅
に
在
る
や
、
空
観
の
世
累
を
隔

つ
と
知
る
と
雖

ユヘ
Ｕ
、

朝
使
の
諮
問
を
伝
ふ
る
や
、
尚
塵
事
の
我
が
心
に
到
る
こ
と

有
り
。

懺
悔
の
思
ひ
、
造
次
も
休
む
こ
と
無
し
。
…
）

ひ
れ
伏
し
て
思
う
に
、
私
は
昔
天
下
万
民
の
主
君
で
あ
り
ま
し
た
。

（し
か
し
）
世
を
統
治
す
る
徳
に
は
恵
ま
れ
ず
、
日
々
慎
重
に
慎
重
を

重
ね
る
心
は
な
か
な
か
慰
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
朽
ち
た
綱
で
馬
を

御
す
る
よ
う
な
、
薄
氷
を
ふ
む
よ
う
な
、
危
う
い
思
い
を
し
な
が
ら
多

く
の
歳
月
を
過
ご
し
て
き
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
宮
中
を
出
て
帝
位
を

逃
れ
、
院
御
所
を
も
離
れ
て
仏
門
に
入
り
ま
し
た
。
（し
か
し
）
坐
禅

を
し
、
観
想
を
行

っ
て
世
俗
か
ら
距
離
を
置
い
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

朝
廷
か
ら
の
使
い
が
諮
問
に
や
っ
て
来
て
は
、
私
の
心
に
煩
い
を
も
た

ら
し
、
常
に
懺
悔
の
心
が
安
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
…

単
純
に
抜
き
出
し
た
部
分
と
全
体
と
の
割
合
を
比
較
す
る
と
、
顕
業

の
願
文
が
、
全
体
で
八
百
八
十
六
文
字
中
八
十
六
文
字
を
充
て
て
い
る

の
に
対
し
、
永
範
の
呪
願
文
は
、
全
体
五
百
十
二
文
字
中
八
十
文
字
を

費
や
し
て
お
り
、
永
範
の
呪
願
文
の
方
が
こ
の
部
分
の
比
重
が
大
き
い
。

内
容
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
両
者
は
と
も
に
、
帝
位
を
逃
れ
、
出

家
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
お
政
務
を
執
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
述
べ
て
い
る
が
、
顕
業
の
願
文
が

「朝
使
の
諮
問
を
伝
ふ
る
」
こ
と

を
、
仏
道
と
対
照
的
に

「塵
事
」
と
表
現
し
て
い
る
の
に
対
し
、
永
範

の
呪
願
文
で
は
政
治
に
対
す
る
そ
の
よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
の
ニ
ュ
ア
ン
ス

は
希
薄
で
あ
る
。
「政
務
の
弛
張
、　
一
身
に
諮
詢
せ
ら
る
。
百
姓
の
咎

過
、
譴
責
を
誰
に
か
寄
せ
ん
」
と
い
う
書
き
方
は
、
政
務
の
俗
と
い
う

側
面
よ
り
も
む
し
ろ
、
重
大
さ
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

永
範
の
呪
願
文
に
あ
る
上
皇

・
天
皇
二
代
の
帝
王
の
父
で
あ
る
と
い
う

要
素
は
、
顕
業
の
願
文
に
は
見
ら
れ
な
い
。
同
時
の
作
で
あ
り
な
が
ら
、

両
者
の
描
く
院
の
像
は
や
や
ず
れ
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

永
範
の
願
文
で
帝
王
の
父
と
い
う
立
場
を
強
調
す
る
例
に
は
こ
の
他
、

…
、
抑
弟
子
者
、

万
乗
之
本
主
也
、
轍
不
可
促
逆
旅
之
行
。

二
帝
之
慈
父
也
、
更
不
可
伍
俗
流
之
輩
。
…

（…
、
抑
も
弟
子
は
、

万
乗
の
本
主
な
り
、
轍
ち
逆
旅
の
行
を
促
す
べ
か
ら
ず
。

二
帝
の
慈
父
な
り
、
更
に
俗
流
の
輩
に
伍
す
べ
か
ら
ず
。

・・↓
翁
天
王
寺
念
仏
三
昧
院
供
養
願
文
」
『本
朝
文
集
』
巻
六
十

一
）

…
、
抑
弟
子
、

雖
保
禁
戒
、
猶
難
保
。

雖
懺
罪
障
、
不
能
懺
。

所
以
者
何
。

正
嫡
則
太
上
皇
、
少
子
亦
万
乗
主
。

二
代
扶
持
之
間
、
定
招
不
慮
之
咎
。



衆
務
諮
詢
之
処
、
豊
無
自
然
之
懲
。
…

（…
、
抑
も
弟
子
は
、

禁
戒
を
保

つ
と
雖
も
、
猶
ほ
保
ち
難
し
。

罪
障
を
懺
す
と
雖
も
、
懺
す
る
こ
と
能
は
ず
。

所
以
は
何
ぞ
。

正
嫡
は
則
ち
太
上
皇
、
少
子
は
亦
た
万
乗
の
主
。

二
代
扶
持
の
間
、
定
め
て
不
慮
の
咎
を
招
か
ん
。

衆
務
諮
詢
の
処
、
豊
に
自
然
の
懲
ち
無
か
ら
ん
や
。
・↓

翁
鳥
羽
院
三
七
日
御
逆
修
功
徳
結
願
願
文
」
『本
朝
文
集
』
巻
六
十

一
）

な
ど
が
あ
る
。

同
時
代
願
文
に
、
天
皇
の
父
親
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
例
が
無
い
わ

け
で
は
な
い
。
藤
原
式
家
の
茂
明
の
作
に
は
、

…
、
是
以
、

我
昔
雖
鷹
万
国
之
貢
珍
、

我
今
雖
為

一
人
之
慈
父
、

世
間
之
栄
楽
、
離
深
着
也
、

顛
浦
只
寄
意
於
不
退
転
之
法
輪
。

天
下
之
威
権
、
比
錨
鉄
也
、

順
次
偏
慕
生
於
無
量
寿
之
仏
土
。
…

（…
、
是
を
以
て
、

我
昔
万
国
の
貢
珍
を
鷹
く
と
雖
も
、

我
今

一
人
の
慈
父
為
る
と
雖
も
、

世
間
の
栄
楽
は
深
着
を
離
る
る
や
、

顛
浦
に
も
只
だ
意
を
不
退
転
の
法
輪
に
寄
す
。

天
下
の
威
権
を
、
錨
鉄
に
比
す
や
、

順
次
偏

へ
に
生
を
無
量
寿
の
仏
土
に
慕
ふ
。
…
）

翁
鳥
羽
院
御
逆
修
法
会
願
文
」
『本
朝
文
集
』
巻
六
十
）

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
は

「
一
人
の
慈
父
」
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

世
間
的
な
栄
楽
に
執
着
す
る
こ
と
な
く
、
天
下
を
揺
る
が
す
力
も
軽
視

し
て
、
ひ
た
す
ら
仏
道
に
心
を
寄
せ
る
の
だ
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

天
皇
の
父
と
い
う
立
場
は

「世
間
の
栄
楽
」
や

「天
下
の
威
権
」
と
結

び

つ
く
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
あ
え
て
そ
れ
に

背
を
向
け
て
仏
道
に
心
を
寄
せ
る
院
の
姿
で
あ
る
。
強
大
な
権
力
を
握

る
こ
と
の
出
来
る
た
だ
な
ら
な
い
立
場
に
あ
る
と
い
う
点
は
共
通
す
る

も
の
の
、
あ
え
て
そ
れ
に
執
着
し
な
い
こ
と
で
、
仏

へ
の
信
仰
を
強
調

す
る
茂
明
の
鳥
羽
院
と
、
親
と
し
て
子
を
扶
持
す
る
た
め
に
参
政
し
、

そ
の
結
果
仏
弟
子
と
し
て
の
修
行
を
怠
り
が
ち
で
あ
る
こ
と
を
懺
悔
し
、

ま
た
、
「治
天
の
君
」
ゆ
え
の
咎
を
招
い
て
し
ま
う
、
と
述
べ
る
永
範

の
鳥
羽
院
と
、
両
者
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、
先
に
も
少
し
述
べ
た
が
、
政
治
に
携
わ
る
こ
と
で

生
じ
る
罪

へ
の
意
識
も
、
永
範
の
願
文
に
は
ま
ま
見
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
に
見
た
中
に
も
、
「
百
姓
の
咎
過
、
譴
責
を
誰
に
か
寄

せ
ん
。
三
業
の
罪
障
、
懺
悔
を
仏
に
憑
ま
ん
」
翁
鳥
羽
安
楽
寿
院
阿
弥
陀

堂
供
養
呪
願
文
し

や
、
コ
一代
扶
持
の
間
、
定
め
て
不
慮
の
咎
を
招
か

ん
。
衆
務
諮
詢
の
処
、
豊
に
自
然
の
懲
ち
無
か
ら
ん
や
」
∩
鳥
羽
院
三

七
日
御
逆
修
功
徳
結
願
願
文
し

の
よ
う
な
例
が
あ

っ
た
が
、
こ
の
他
に

―- 26 -―



ユヘＵ
、

…
、
但
在
位
当
初
、
取
俗
之
間
、

庶
績
難
和
、
定
招
斉
民
之
咎
。

三
章
有
法
、
猶
遺
夏
台
之
冤
。
…

（…
、
但
し
在
位
の
当
初
、
取
俗
の
間
、

庶
績
和
し
難
く
、
定
め
て
斉
民
の
咎
を
招
か
ん
。

三
章
の
法
有
れ
ど
も
、
猶
ほ
夏
台
の
冤
を
遺
す
が
ご
と
し
。

…
）

翁
鳥
羽
院
金
剛
心
院
供
養
願
文
」
『本
朝
文
集
』
巻
六
十

一
）

…
、
弟
子
、

遜
皇
位
而
三
十
載
、
入
仏
道
而
十
二
年
。

棲
是
茨
哺
之
居
、　
一
百
之
寿
算
半
至
。

身
亦
松
門
之
侶
、
二
八
之
想
観
久
凝
。

以
厭
俗
機
、
以
揺
塵
垢
。

然
猶
三
衆
浄
戒
之
中
、
十
重
禁
戒
為
本
。

十
重
禁
戒
之
中
、
不
殺
生
戒
為
先
。

不
殺
之
戒
、
吾
豊
敢
乎
。

所
以
者
何
。

四
海
為
家
之
昔
、
河
伯
之
民
入
貢
。

百
官
分
任
之
時
、
山
虞
之
職
宰
政
。

加
之
、

一
面
遺
網
於
般
野
、
三
章
立
法
於
夏
墓
。

其
間
罪
障
、
自
然
而
在
。
…

（…
、
弟
子
は
、

皇
位
を
遜
れ
て
三
十
載
、
仏
道
に
入
り
て
十
二
年
。

棲
は
是
れ
茨
哺
の
居
、　
一
百
の
寿
算
半
ば
に
至
る
。

身
は
亦
た
松
門
の
侶
、
二
八
の
想
観
久
し
く
凝
ら
す
。

俗
機
を
厭
ふ
を
以
て
し
、
塵
垢
を
揺
す
る
を
以
て
す
。

然
る
に
猶
ほ
三
衆
浄
戒
の
中
、
十
重
禁
戒
を
本
と
為
す
。

十
重
禁
戒
の
中
、
不
殺
生
戒
を
先
と
為
す
。

不
殺
の
戒
め
、
吾
豊
に
敢

へ
て
せ
ん
や
。

所
以
は
何
ぞ
。

四
海
家
と
為
す
の
昔
、
河
伯
の
民
、
貢
を
入
る
。

百
官
分
任
の
時
、
山
虞
の
職
、
政
を
宰
す
。

加

　

之
、

一
面
の
網
を
殷
野
に
遺
し
、
三
章
の
法
を
夏
墓
に
立

つ
。

其
の
間
の
罪
障
、
自
然
と
し
て
在
り
。
…
）

翁
鳥
羽
院
六
十
日
大
般
若
講
願
文
」
『本
朝
文
集
』
巻
六
十
）

な
ど
の
例
が
あ
る
。
政
務
上
の
過
ち
に
加
え
、
天
皇
で
あ
る
た
め
に
各

地
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
で
産
す
る
魚
介
類
や
鳥
獣
を
献
上
さ
れ
て
い

た
こ
と
や
、
法
を
司
る
立
場
に
あ

っ
て
冤
罪
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な

か

っ
た
お
そ
れ
な
ど
、
治
天
の
君
で
あ
る
が
ゆ
え
に
生
じ
る
罪
に
つ
い

て
具
体
的
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
、
そ
の
よ
う
な
罪
深
く
も
強
大
な
権
力
を
己
が
有
し
て
い

る
こ
と
の
表
明
と
言
う
こ
と
も
出
来
よ
う
。
し
か
し
、
院
の
権
力
を
顕

示
す
る
院
政
期
文
化
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
鳥
羽
院
の
催
し
た
数
多
く
の
供
養

。
法
会
の
願
趣
に
、
た
と
え
ポ
ー
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ズ

・
ふ
る
ま
い
の
要
素
を
多
分
に
含
む
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
院
自
身

に
よ
る
自
省
の
言
葉
が
あ
り
、
そ
れ
が
願
文
と
し
て
お
お
や
け
に
さ
れ

た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

一
面
的
に
院
の
権
威
の
誇
示
と
見
な
さ
れ
て
き

た
こ
れ
ら
仏
事
の
性
格
を
立
体
的
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
注
意
す
べ
き

こ
と
と
思
わ
れ
る
。

三

こ
れ
ま
で
は
主
に
同
時
代
の
作
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
永
範
の

願
文
の
特
色
を
見
て
き
た
が
、
類
似
し
た
傾
向
は
、
先
行
す
る
時
代
の

願
文
に
は
見
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
平
安
時
代
中
期
ま
で
の
願
文
に
、

院
を
願
主
と
す
る
も
の
は
極
め
て
少
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
平
安
時
代

後
期
以
後
の
用
例
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
ず
、
大
江
匡
房
に
よ
る
白

河
院
関
連
願
文
を
中
心
に
見
て
ゆ
き
た
い
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
自
河
院
は
息
子
で
あ
る
堀
河
、
そ
し
て
孫
で
あ

る
鳥
羽
の
時
代
に
そ
の
父
祖
と
し
て
院
政
を
行
い
、
ま
た
、
鳥
羽
院
と

同
じ
く
数
多
く
の
法
会
を
催
し
た
人
物
で
あ
る
。
側
近
と
し
て
仕
え
た

大
江
匡
房
は
、
院
を
願
主
と
す
る
修
善
願
文
を
数
多
く
残
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
に
お
け
る
自
河
院
に
関
す
る
記
述
は
意
外
に
も
そ
れ
ほ
ど
多
く

は
な
い
。
退
位
後
も
政
治
に
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
も
の

と
し
て
は
、
管
見
の
と
こ
ろ
、
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
に
以
下
挙
げ

た
も
の
を
は
じ
め
と
す
る
数
例
を
見
出
し
た
の
み
で
あ
る
。

…
、
方
今
、

聖
上
富
春
秋
也
、
唯
任
抒
軸
於
我
、

賢
相
越
姫
雹
也
、
猶
委
権
衡
於
吾
。
…

↑
、

方
に
今
、

聖
上
は
春
秋
に
富
み
、
唯
だ
抒
軸
を
我
に
任
せ
ら
れ
、

賢
相
は
姫
雹
を
超
ゑ
、
猶
ほ
権
衡
を
吾
に
委
す
。
…
）

（巻

一
「院
二
十
講
御
願
文
」
天
永
二
年

（
一
一
一
一
）
三
月
）

…
、
於
戯
、

雖
為
脱
展
之
身
、
猶
祈
垂
見
之
右
、

雖
処
上
九
之
位
、
欲
救
大
千
之
人
。

花
紐
未
解
、
先
除
天
下
之
病
床
、

蓮
掲
始
開
、
忽
休
海
内
之
猫
席
。
…

（…
、
於
戯
、

脱
展
の
身
為
り
と
雖
も
、
猶
ほ
垂
見
の
右
に
祈
り
、

上
九
の
位
に
処
る
と
雖
も
、
大
千
の
人
を
救
は
ん
と
欲
す
。

花
紐
未
だ
解
か
ず
、
先
づ
天
下
の
病
床
を
除
き
、

蓮
偶
始
め
て
開
き
、
忽
ち
に
海
内
の
粘
席
を
休
む
。
…
）

（巻

一
「
日
吉
社
仁
王
経
供
養
」
天
仁
二
年

（
一
一
〇
九
）
四
月
）

ま
た
、
天
皇
や
上
皇
と
の
父
子
関
係
に
触
れ
た
例
は
、
次
の

一
例
程
度

で
あ
る
。
…
、
是
以
、
弟
子

鷹
録
之
間
十
四
廻
、
偏
崇
金
人
而
御
俗
。

脱
展
之
後
廿
余
載
、
弥
帰
白
法
而
送
生
。

為
皇
王
之
父
祖
、
恭
太
上
之
尊
名
、

早
逃
万
乗
、
雖
入
三
密
、



恩
愛
之
習
不
変
、
先
奉
祈
今
上
陛
下
之
万
歳
。

慈
仁
之
思
猶
深
、
故
又
慕
九
州
四
海
之

一
平
。
…

（…
、
是
を
以
て
、
弟
子

鷹
纂
の
間
十
四
廻
、
偏

へ
に
金
人
を
崇
め
て
俗
を
御
す
。

脱
展
の
後
廿
余
載
、
弥
よ
自
法
に
帰
し
て
生
を
送
る
。

皇
王
の
父
祖
為
り
て
、
太
上
の
尊
名
を
恭
な
く
し
、

早
く
万
乗
を
逃
れ
て
、
三
密
に
入
る
と
雖
も
、

恩
愛
の
習
ひ
は
変
ぜ
ず
、
先
づ
今
上
陛
下
の
万
歳
を
祈
り
奉

Ｚ
つ
。

慈
仁
の
思
ひ
は
猶
ほ
深
く
、
故
に
又
九
州
四
海
の

一
平
を
慕

ふ
。
…
）

（巻

一
「白
河
院
鳥
羽
御
塔
」
嘉
承
二
年

（
一
一
〇
七
）
十
二
月
二
十
八
日
）

い
ず
れ
も
、
永
範
の
願
文
に
お
け
る
鳥
羽
院
の
語
り
に
比
べ
分
量
も

少
な
く
、
す
で
に
退
位
し
た
身
に
も
関
わ
ら
ず
、
や
、
親
子
ゆ
え
に
致

し
方
な
く
、
と
い
っ
た
論
理
の
屈
折
の
色
は
薄
い
。
永
範
の
願
文
に
お

い
て
際
だ

っ
た
存
在
感
を
示
し
て
い
た
、
皇
統
意
識
と
罪
障
意
識
で
粉

飾
さ
れ
た
院
の
姿
は
、
匡
房
の
願
文
で
は
い
ま
だ
見
ら
れ
な
い
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
、
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
例
が
す
べ
て
嘉
承
二
年

貧

一
〇
七
）
の
鳥
羽
天
皇
即
位
後
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
周
知
の
通
り
、
愛
息
堀
河
天
皇
の
夭
折
を
う
け
て
、
自
河
院
が

選
ん
だ
の
は
、
わ
ず
か
五
歳
の
孫
鳥
羽
天
皇
の
即
位
で
あ

っ
た
。
こ
れ

に
よ
り
白
河
院

へ
の
権
力
の
集
中
は
本
格
化
し
、
院
政
の
確
立
も
こ
の

時
以
降
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
匡
房
の
願
文
に
お
け
る
院
に
関

す
る
記
述
の
登
場
は
、
そ
う
し
た
白
河
院
政
の
強
化
を
背
景
と
す
る
の

で
は
な
い
か
。

匡
房
に
続
く
院
政
期
の
鴻
儒
と
し
て
知
ら
れ
る
の
が
、
藤
原
式
家
の

敦
光
で
あ
る
。
彼
の
、
自
ら
の
儒
者
と
し
て
の
功
労
が
い
か
に
式
部
大

輔
に
任
ぜ
ら
れ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
か
を
訴
え
た
書
状
に
は
、

「皇
子

・
皇
女
の
御
名
、
御
願
寺
の
御
願
文

・
呪
願
文
、
皆
是
れ
儒
宗

の
勤
仕
す
る
所
な
り
。
敦
光
未
だ
大
輔
に
至
ら
ぎ
る
以
前
、
年
来
頻
り

に
其

の
勤
め
を
致
す
。
」
（『本
朝
続
文
粋
』
巻
七

「申
式
部
大
輔

。
中
弁

書
」
・
原
漢
文
）
と
あ
り
、
事
実
、
自
河
院

。
鳥
羽
院
ら
の
御
願
寺
に
お

け
る
法
会
の
願
文
や
呪
願
文
を
数
多
く
執
筆
し
た
こ
と
が
各
種
記
録
に

見
え
る
。
現
存
す
る
も
の
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
こ
の
中
か
ら
、

院
に
関
す
る
記
述
を
拾
い
出
し
て
み
る
と
、

…
、
伏
惟
、

砂
身
在
干
幼
弱
之
齢
、
先
帝
伝
以
九
五
之
位
。

叡
託
己
重
、
政
理
惟
疎
。

受
四
海
之
図
籍
、
如
臨
深
淵
。

掌
万
機
之
繁
多
、
似
収
朽
索
。

運
彼
嘉
謀
、
治
我
寓
内
。

仰
凋
祖
宗
之
霊
、
俯
慕
神
祗
之
徳
。

…

（中
略
）
…
、

継
嗣
益
広
、
以
承
皇
統
。

暦
数
各
長
。
以
撫
黎
元
。

為
扶
幼
稚
之
主
、
愁
遺
音
老
之
身
。



誠
是
蒙
天
之
祐
、
荷
神
之
恩
。

遇
曾
孫
之
鷹
宝
纂
、

得
寿
算
之
及
常
珍
。
…

（…
、
伏
し
て
惟

へ
ら
く
、

砂
身
は
幼
弱
の
齢
に
在
る
に
、
先
帝
伝
ふ
る
に
九
五
の
位
を
以

て
す
。

叡
託
は
己
に
重
く
、
政
理
は
惟
れ
疎
し
。

四
海
の
図
籍
を
受
く
る
は
、
深
淵
に
臨
む
が
如
し
。

万
機
の
繁
多
を
掌
る
は
、
朽
索
に
て
取
す
る
に
似
た
り
。

彼
の
嘉
謀
を
運
ら
し
、
我
が
寓
内
を
治
む
。

仰
ぎ
て
は
祖
宗
の
霊
を
馬
み
、
俯
き
て
は
神
祗
の
徳
を
慕
ふ
。

…

（中
略
）
…
、

継
嗣
益
ま
す
広
し
、
以
て
皇
統
を
承
く
。

暦
数
各
お
の
長
し
、
以
て
黎
元
を
撫
づ
。

幼
稚
の
主
を
扶
け
ん
が
為
に
、
愁
ひ
に
書
老
の
身
を
遺
す
。

誠
に
是
れ
天
の
祐
を
蒙
り
、
神
の
恩
を
荷
ふ
も
の
な
り
。

曾
孫
の
宝
篠
を
鷹
く
る
に
遇
ひ
、

寿
算
の
常
珍
に
及
ぶ
を
得
。
…
）

「
本
朝
続
文
粋
』
巻
第
十
二

「白
河
法
皇
八
幡

一
切
経
供
養
願
文
し

…
、
芳
感
沖
襟
、
追
憶
前
事
。

鷹
纂
之
間
十
六
年
、
脱
履
之
後
十
四
歳
。

或
意
非
薄
之
徳
、
賞
罰
易
迷
。

或
扶
幼
沖
之
君
、
諮
詢
無
絶
。

百
姓
之
過
、
引
咎
於
砂
身
、

万
邦
之
事
、
招
責
於
庸
質
。

矧
乎
、
俗
謝
淳
朴
、
政
隔
成
康
。

雖
緩
殷
網
之
法
、
非
無
楚
釜
之
刑
。

懺
悔
之
思
、
府
森
不
休
。
…

（…
、
芳
た
沖
襟
を
感
じ
る
に
、
前
事
を
追
憶
す
。

鷹
篠
の
間
十
六
年
、
脱
履
の
後
十
四
歳
。

或
ひ
は
非
薄
の
徳
を
意
ぢ
、
賞
罰
迷
ひ
易
し
。

或
ひ
は
幼
沖
の
君
を
扶
け
、
諮
詢
絶
ゆ
る
こ
と
無
し
。

百
姓
の
過
は
、
咎
を
砂
身
に
引
き
、

万
邦
の
事
は
、
責
を
庸
質
に
招
く
。

矧
ん
や
、
俗
は
淳
朴
に
謝
し
、
政
は
成
康
に
隔
た
る
。

殷
網
の
法
を
緩
む
と
雖
も
、
楚
釜
の
刑
無
き
に
は
非
ず
。

懺
悔
の
思
ひ
、
府
療
も
休
ま
ず
。
…
）

（
本
朝
続
文
粋
』
巻
第
十
二

「鳥
羽
勝
光
明
院
供
養
し

と
い
っ
た
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
匡
房
の
も
の
に
比
べ
て
格
段

に
分
量
が
増
え
、
対
句
を
多
用
し
た
文
章
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
見
て

取
れ
る
。
内
容
的
に
も
、
前
者
の

「
継
嗣
益
ま
す
広
し
、
以
て
皇
統
を

承
く
」
や

「
曾
孫
の
宝
篠
を
鷹
く
る
に
遇
ひ
」
と
い
っ
た
表
現
に
は
、

永
範
の
よ
う
な
父
子
関
係
を
は
っ
き
り
と
示
し
、
そ
れ
を
政
務
の
代
行

に
直
結
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
に
し
ろ
、
皇
統
の
強
調
が
見
ら

れ
る
し
、
後
者
の
引
用
部
分
後
半
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
治
天
に
よ
っ

て
生
じ
る
罪

へ
の
懺
悔
も
永
範
の
願
文
で
ま
ま
語
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
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共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

ま
た
、
決
し
て
特
異
な
表
現
で
は
な
い
が
、

「諮
詢
無
絶
」
と
、

「
雖
深
万
機
之
諮
詢
無
絶
」

（永
範

「奉
賀
鳥
羽
院
五
十
賀
願
文
」
『兵
範
記
』
仁
平
二
年
八
月
二
十
八
日

条
）
「未
絶
万
機
之
諮
詢
」

（永
範

「奉
為
法
皇
供
養
等
身
薬
師
像

一
躯
願
文
」
ア
ロ
記
』
仁
平
四
年
六
月
八

日
条
）

「
百
姓
之
過
、
引
咎
於
砂
身
」
と
、

「百
姓
咎
過
、
譴
責
寄
誰
」

（永
範

「鳥
羽
院
安
楽
寿
院
内
阿
弥
陀
堂
供
養
呪
願
文
」
『本
朝
文
集
』
巻
六

十
）
「
万
姓
所
懲
、
更
帰
咎
於
己
」

（永
範

「同

（鳥
羽
院
）
結
願
曼
陀
羅
供
願
文
」
『本
朝
文
集
』
巻
六
十

一
）

「
懺
悔
之
思
、
需
療
不
休
」
と
、

「懺
悔
之
思
、
造
次
不
休
」

（永
範

「鳥
羽
天
皇
金
剛
心
院
供
養
願
文
」
『本
朝
文
集
』
巻
六
十

一
）

と
い
っ
た
表
現
の
類
似
も
、
匡
房
よ
り
も
敦
光
の
願
文
の
方
が
、
永
範

の
願
文
の
表
現
に
よ
り
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

四

皇
統
意
識
や
罪
障
意
識
を
多
く
含
む
院
の
姿
を
描
く
先
樅
が
敦
光
に

す
で
に
あ

っ
た
と
す
る
と
、
次
に
生
じ
る
の
は
、
何
故
永
範
の
願
文
に

そ
れ
が

一
際
色
濃
く
表
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
疑
間
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
比
較
対
象
と
な
る
顕
業
や
茂
明
の
願
文
が
ご
く

わ
ず
か
し
か
現
存
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
明
確
な
解
答
を
導
く
こ
と

は
困
難
で
あ
る
が
、
参
考
と
な
る
小
さ
な
事
件
が
、
『兵
範
記
』
仁
平

四
年

（
一
一
五
四
）
十
月
二
十

一
日
条
の
高
陽
院
白
河
御
塔
供
養
記
事

に
見
え
る
。

こ
れ
は
鳥
羽
院
皇
后
高
陽
院
泰
子
が
養
女
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
自

河
で
塔
供
養
を
行

っ
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
、
永
範
作
の
願
文
と
、

藤
原
茂
明
作
の
呪
願
文
が
全
文
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
前
に
願
趣

に
関
し
て
以
下
の
よ
う
な

一
節
が
あ
る
。

御
塔
造
立
供
養
の
御
願
趣
、
併
せ
て
願
文

・
呪
願
文
等
に
見
ゆ
。

而
る
に
過
去
の
功
徳
の
奉
為
、
亦
た
法
皇
の
寿
福
に
資
し
奉
ら
る
。

時
人
之
を
難
ず
。
就
中
、
公
家
の
修
御
誦
経
賜
度
は
、
芳
た
其
の

憚
り
有
る
か
。
偏

へ
に
法
皇

の
御
沙
汰
之
を
為
す
こ
と
如
何
。

（原
漢
文
）

す
な
わ
ち
、
願
趣
を
述
べ
る
願
文

・
呪
願
文
中
に
、
「法
皇
の
御
沙

汰
」
、
願
主
で
も
な
い
鳥
羽
院
の
寿
福
を
祈
る

一
節
が
あ

っ
た
と
し
て
、

時
人
が
そ
れ
を
非
難
し
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
確
か
に
永
範
の
願
文
に

は

「抑
も
作
善
の
趣
は
如
何
」
と
し
て
養
女
を
弔
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ

た
後
で

「
重
ね
て
請
ふ
ら
く
は
、
聖
主
陛
下
の
暦
数
の
則
ち
三
皇
の
暦

数
を
軟
ぎ
、
徳
化
は
亦
た
五
帝
の
徳
化
を
超
ゆ
ら
ん
こ
と
を
。
殊
に
浄

善
を
分
か
ち
て
祈
り
奉
る
。
禅
定
仙
院
、
綺
膳
克
和
し
、
羞
む
る
に
瑣



田
不
死
の
味
を
以
て
す
。
宝
体
大
穏
し
、
比
す
る
に
金
石
不
壊
の
質
を

以
て
す
。
…
」
（原
漢
文
）
と
本
来

の
願
趣
に
加
え
て
鳥
羽
院
の

「寿

福
」
を
願
う
文
言
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
茂
明
の
呪
願
文
に
は
そ
の

よ
う
な
文
言
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
批
判
は
永
範

一
人
に
向
け
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

実
は
、
こ
の
法
会
の
直
前
、
鳥
羽
院
は
体
調
を
崩
し
て
い
た
。
『
兵

範
記
』
に
よ
れ
ば
、
十
七
日
、
持
病
の

「脚
病
」
の
た
め
御
幸
に
難
有

り
と
し
て
、
翌
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
法
会
は
延
期
さ
れ
た
と
い
う
。

翌
十
八
日
、
永
範
と
茂
明
か
ら
願
文
と
呪
願
文
の
草
稿
が
提
出
さ
れ
た
。

こ
れ
は
ま
ず
頼
長
が
目
を
通
し
た
上
で
院
に
奏
上
さ
れ
て
い
る
。

院
の
不
豫
と
法
会
延
期
の
報
は
、
当
然
永
範
ら
の
耳
に
も
届
い
て
い

た
は
ず
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
永
範
願
文
の

「重
ね
て
請
ふ
ら
く
は
」
以

降
の
鳥
羽
院
の
健
康
を
祈
る
文
言
は
、
直
前
の
院
の
体
調
不
良
を
承
け

て
書
か
れ
た
も
の
、
お
そ
ら
く
は
急
遠
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
、
こ
の
箇
所
の
前
後
を
見
て
み
る
と
、

亡
子
の
菩
提
を
弔
う
こ
と
を
、

…
、
童
子
衆
砂
の
戯
れ
、
皆
三
明
の
覚
果
に
叶
ふ
。
況
や
個
篤
の

志
、
廻
向
何
ぞ
空
し
か
ら
ん
や

と
述
べ
る
箇
所
を
承
け
て
、
さ
き
に
挙
げ
た

「重
ね
て
請
ふ
ら
く
は
」

以
降
の
院
の
長
寿
を
願
う
文
言
が
置
か
れ
、
次
い
で
、

厳
親
太
閤
之
を
観
行
し
、
禅
窓
長
閑
と
し
て
之
に
現
当
す
…

と
続
く
。
「
観
行
」
と
は
、
人
の
行
い
を
観
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、

こ
の
場
合
の

「之
」
に
当
た
る
の
は
、
亡
子

へ
の

「
廻
向
」
で
あ
り
、

間
に
挿
入
さ
れ
た

「重
ね
て
請
ふ
ら
く
は
」
以
降
の
部
分
の
存
在
は
、

行
論
上
余
計
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

仁
平
四
年

（
一
一
五
四
）
は
、
第

一
節
で
見
た
藤
原
頼
長
に
よ
る
薬

師
如
来
像
供
養
が
行
わ
れ
た
年
で
も
あ
る
。
こ
の
頃
、
忠
実

・
頼
長
と

鳥
羽
院
と
の
関
係
に
は
微
妙
な
も
の
が
あ

っ
た
。
頼
長
は
、
仁
平
元
年

貧

一
五

一
）
九
月
八
日
に
、
鳥
羽
院
の
籠
臣
で
あ
り
、
頼
長
と
は
対
立

関
係
に
あ

っ
た
藤
原
家
成
の
邸
宅
に
家
人

・
従
者
を
乱
入
さ
せ
て
以
来
、

院
の
不
興
を
蒙

っ
て
い
た
と
さ
れ
る

（『愚
管
抄
』
巻
四
）。
仁
平
三
年

２

一
五
一一一）
五
月
に
は
、
院
別
当
に
再
任
さ
れ
て
い
た
が
、
健
康
状
態

の
優
れ
な
い
近
衛
天
皇
を
呪
証
し
た
と
い
う
噂
も
流
さ
れ
、
頼
長
は
次

第
に
孤
立
し

つ
つ
あ

っ
た
。

そ
う
し
た
中
、
頼
長
ら
が
鳥
羽
院
を
迎
え
て
行

っ
た
の
が
、
六
月
八

日
の
鳥
羽
院
を
願
主
と
す
る
薬
師
如
来
像
供
養
で
あ
り
、
十
月
二
十

一

日
の
塔
供
養
で
あ

っ
た
。
薬
師
如
来
像
供
養
に
あ
た
っ
て
、
頼
長
は
東

三
条
邸
東
隣
の
鴨
院
を
売
却
し
、
そ
の
代
価
を
造
仏
料
に
宛
て
る
な
ど

合
台
記
』
仁
平
四
年
六
月
八
日
条
）、
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
を
傾
け
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
十
月
二
十

一
日
の
自
河
御
塔
供
養
も
、
忠
実

。
頼
長
と
鳥

羽
院
と
の
調
停
役
を
務
め
て
い
た
鳥
羽
院
皇
后
泰
子
を
願
主
と
し
、
泰

子
が
鳥
羽
院
の
命
に
よ
り
養
女
と
し
た
内
親
王
の
菩
提
を
弔
う
も
の
で

あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
法
会
の
意
図
が
、
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
鳥
羽
院
の
信

任
の
回
復
に
あ

っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

な
ら
ば
、
薬
師
如
来
像
供
養
願
文
で
は
願
主
で
あ
る
院
の
権
力
の
由

来
を
饒
舌
に
述
べ
、
自
河
御
塔
供
養
願
文
で
は
願
趣
を
離
れ
た
院
の
長
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寿
を
祈
る
文
言
を
い
さ
さ
か
唐
突
で
あ

っ
て
も
挿
入
す
る
こ
と
は
、
院

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
法
会
の
実
質
上
の
施
主
で
あ

っ
た
頼
長
の
意
向

に
も
添

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ら
は
願
主
を
め
ぐ

る
状
況
が
や
や
複
雑
な
も
の
で
あ

っ
た
が
、
鳥
羽
院
を
願
主
と
す
る
修

善
に
お
け
る
願
文
で
も
、
や
は
り
院
政
を
家
父
長
的
論
理
と
対
句
の
駆

使
に
よ
っ
て
荘
厳
す
る
こ
と
は
、
院
の
意
向
に
叶

っ
た
も
の
で
あ

っ
た

と
思
わ
れ
る
。

永
範
は
、
願
主
の
意
向
や
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
願
文
に
反
映
さ

せ
る
作
者
、
少
な
く
と
も
現
存
す
る
わ
ず
か
な
例
に
よ
れ
ば
他
家
の
儒

者
に
く
ら
べ
て
そ
の
傾
向
の
強
い
作
者
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
北
家
日
野

流
や
式
家
よ
り
も
後
進
と
言
え
る
南
家
の
出
身
と
い
う
彼
の
出
自
に
起

因
す
る
も
の
か
ど
う
か
、
可
能
性
は
あ
ろ
う
が
、
断
定
は
出
来
な
い
。

し
か
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
鳥
羽
院
が
彼
を
重
用
し
た
理
由
の

一
つ
で

あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
平
安
時
代
最
末
期
の
儒
者
藤
原
永
範
の
鳥
羽
院
関
連
願
文
を

中
心
に
、
院
政
期
願
文
に
お
け
る
院
の
描
か
れ
方
を
概
観
し
て
き
た
。

同
時
代
の
儒
者
の
作
に
比
べ
、
永
範
の
願
文
で
は
、
院
に
関
す
る
記

述
が
長
く
、
自
ら
の
掌
握
す
る
権
力
の
理
由
に
、
帝
王
の
父
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
強
調
す
る
皇
統
意
識
、
そ
し
て
、
政
治
を
行
う
こ
と
へ
の

罪
障
意
識
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
院
政
の
ご
く
初
期
に
当

た
る
、
大
江
匡
房
の
自
河
院
関
連
願
文
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
見
い
だ

す
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
藤
原
敦
光
の
願
文
に

な

っ
て
初
め
て
長
々
と
対
句
を
用
い
て
皇
統
意
識
及
び
罪
障
意
識
に
基

づ
い
た
院
の
姿
が
現
れ
、
永
範
に
受
け
継
が
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

で
は
永
範
以
後
、
鎌
倉
時
代
に
は
こ
う
し
た
流
れ
は
ど
の
よ
う
な
展

開
を
見
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。
い
く

つ
か
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

・
藤
原
資
実

「後
鳥
羽
天
皇
逆
修
功
徳
御
願
文
」

…
、
弟
子
謬
以
庸
味
、
□
受
盃
図

…

（中
略
）
…

遁
四
海
之
重
載
以
降
、

毎
到
玄
圃
皇
煙
霞
之
春
望
、
風
花
帰
根
、

碧
薙
洞
管
絃
之
秋
宴
、
月
桂
沈
嶺
、

終
始
之
理
、
莫
不
慨
然
。

須
挙

一
心
以
断
余
念
。

然
猶
二
帝
専
厚
孝
順
之
礼
、

多
年
不
改
尊
崇
之
儀
。

天
下
之
絆
、
愁
決
無
極
之
野
。

身
後
之
謀
、
亦
厭
有
為
之
郷
。

雖
唐
高
祖
之
遜
位
、
猶
聴
万
機
之
諮
詢
。

而
梁
武
帝
之
委
身
、
剰
疲
三
宝
之
給
侍
。
…

（…
、
弟
子
謬
り
て
庸
味
を
以
て
、
益
図
を
□
受
し
、

…

（中
略
）
…

四
海
の
重
載
を
遁
れ
て
よ
り
以
降
、

玄
圃
墓
の
煙
霞
の
春
望
、
風
花
の
根
に
帰
し
、
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碧
羅
洞
の
管
絃
の
秋
宴
、
月
桂
の
嶺
に
沈
む
に
到
る
毎
に
、

終
始
の
理
、
慨
然
と
せ
ざ
る
こ
と
莫
し
。

須
ら
く

一
心
を
挙
げ
て
以
て
余
念
を
断
ず
。

然
る
に
猶
ほ
二
帝
専
ら
孝
順
の
礼
を
厚
く
し
、

多
年
尊
崇
の
儀
を
改
め
ず
。

天
下
の
綽
は
、
愁
ひ
に
無
極
の
野
に
決
す
。

身
後
の
謀
は
、
亦
た
有
為
の
郷
を
厭
ふ
。

唐
高
祖
の
位
を
遜
れ
る
と
雖
も
、
猶
ほ
万
機
の
諮
詢
を
聴
く
。

而
る
に
梁
武
帝
の
身
を
委
ね
、
剰

へ
〓
一宝
の
給
侍
に
疲
る
。

…
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
本
朝
文
集
』
巻
六
十
五
）

。
菅
原
為
長

「後
鳥
羽
天
皇
逆
修
功
徳
願
文
」

…
、
伏
惟
、

受
寄
託
於
祖
父
上
皇
、
初
承
奉
干
王
者
大
業
。

龍
河
之
図
、
亀
洛
之
年
。

天
肌
不
錬
、
浴
日
之
波
。

懸
河
之
浦
、
皇
輝
無
及
。

遠
尋
唐
謝
之
塵
、
早
担
沿
心
之
水
。

於
是
、

二
代
万
機
之
諮
詢
、
猶
如
荏
民
間
。

金
子
工
孫
之
昌
盛
、
不
可
血
我
後
。

栄
運
云
足
、
物
累
未
断
。

…

（中
略
）
…
、

是
以
、

先
顧
身
上
之
罪
障
、
続
思
眼
前
之
福
恵
。

…

（中
略
）
…
、

矧
亦
魚
龍
爵
馬
之
玩
、
鍮
嶺
而
成
。

歯
革
羽
毛
之
除
、
任
土
而
貢
。

如
此
之
類
、
自
然
之
大
罪
。
…

（…
、
伏
し
て
惟

へ
ら
く
、

寄
託
を
祖
父
上
皇
よ
り
受
け
、
初
め
て
王
者
の
大
業
を
承
け
奉

Ｚ
り
。

龍
河
の
図
、
亀
洛
の
年
。

天
肌
疎
ら
ず
、
浴
日
の
波
。

懸
河
の
浦
、
皇
輝
及
ぶ
こ
と
無
し
。

遠
く
唐
謝
の
塵
を
尋
ね
、
早
く
沿
心
の
水
を
担
す
。

是
に
於
い
て
、

二
代
万
機
の
諮
詢
、
猶
ほ
民
間
に
在
む
が
如
し
。

金
子
工
孫
の
昌
盛
、
我
が
後
を
血
ふ
べ
か
ら
ず
。

栄
運
云
に
足
り
、
物
累
未
だ
断
た
ず
。

…

（中
略
）
…
、

是
を
以
て
、

先
ず
身
上
の
罪
障
を
顧
み
、
続
け
て
眼
前
の
福
恵
を
思
ふ
。

…

（中
略
）
…
、

矧
ん
や
亦
、
魚
龍
爵
馬
の
玩
、
嶺
を
除
え
て
成
る
。

歯
革
羽
毛
の
除
、
土
に
任
せ
て
貢
す
。

此
の
如
き
の
類
、
自
然
の
大
罪
な
り
。
…
）



翁
本
朝
文
集
』
巻
六
十
六
）

『
本
朝
文
集
』
を
瞥
見
す
る
だ
け
で
、
以
上
の
よ
う
な
、
永
範
の
願

文
と
よ
く
類
似
し
た
例
を
多
数
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
表
自

の
例
で
は
あ
る
が
、
『
転
法
輪
妙
』
（十
七
末
）
に
は
、
後
白
河
院
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
例
が
あ
る
。

Ｌ
治
承
三
年
御
逆
修
表
白
」

…
、
然
、

三
代
之
皇
王
、
皆
是
我
君
之
子
孫
也
。

万
機
之
諮
詢
、
莫
不
我
君
扶
持
。

是
故
、

三
章
雖
垂
春
竹
之
露
、

五
刑
自
降
秋
荼
之
霜
、

正
法
興
隆
之
御
願
雖
深
、

邪
徒
治
罰
之
朝
議
又
発
。

罪
業
不
意
成
、
雖
似
背
慈
悲
之
願
、

懺
悔
尽
誠
修
、
何
猶
為
菩
提
之
妨
。
…

↑
・、
妖
（れ
ば
、

三
代
の
皇
王
、
皆
是
れ
我
が
君
の
子
孫
な
り
。

万
機
の
諮
詢
、
我
が
君
の
扶
持
な
ら
ざ
る
は
莫
し
。

是
が
故
に
、

三
章
春
竹
の
露
を
垂
れ
る
と
雖
も
、

五
刑
秋
荼
の
霜
降
り
て
よ
り
、

正
法
興
隆
の
御
願
深
じ
と
雖
も
、

邪
徒
治
罰
の
朝
議
又
発
す
。

罪
業
意
な
ら
ず
し
て
成
り
、
慈
悲
の
願
に
背
く
に
似
た
り
と
雖
も
、

懺
悔
誠
を
尽
く
し
て
修
す
、
何
ぞ
猶
ほ
菩
提
の
妨
げ
と
為
ら
ん
や
。

・・↓

全
体
に
長
文
化
し
て
お
り
、
院
の
治
天
の
権
利
の
由
来
を
天
皇
の
父
で

あ
る
こ
と
に
認
め
、
さ
ら
に
政
治
に
携
わ
る
こ
と
で
生
じ
る
罪
障
を
強

く
意
識
す
る
こ
の
よ
う
な
叙
述
が
、
院
の
自
己
像
の
描
写
と
し
て
定
着

し
た
こ
と
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

寛
敏
生
氏
は
、
白
河
院
以
降
の
院
政
が
す
べ
て
父
子
関
係
、
も
し
く

は
祖
父
と
孫
の
関
係

（実
際
の
親
子
で
な
い
場
合
に
は
猶
子
関
係
）
に
あ

る
天
皇
と
院
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
基
本
的
に
父

子
で
あ
る
こ
と
が
、
院
政
を
行
う
院
と
今
上
天
皇
と
の
間
を
結
合
さ
せ

る
論
理
と
し
て
、
換
言
す
る
な
ら
ば
、
院
が
国
政
参
与
す
る
条
件
と
し

て
前
提
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
以
下
の

よ
く
知
ら
れ
た
挿
話
を
引
き
、
院
政
の
成
立
要
件
と
し
て
現
天
皇
の
父

（も
し
く
は
そ
れ
に
準
じ
る
人
物
）
に
限
定
す
る
認
識
が
、
近
衛
天
皇
の

即
位
の
頃
、
十
二
世
紀
後
半
に
は
す
で
に
生
じ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
鳥
羽
院
の
子
で
、
崇
徳
天
皇
の
実
弟
で
あ
る
近
衛
天
皇

が
即
位
し
た
際
、
自
ら
の
皇
太
子
と
し
て
立
坊
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
期
待

し
て
い
た
崇
徳
は
、
実
際
の
立
坊
宣
命
が

「皇
太
弟
」
と
な

っ
て
い
た

こ
と
を
深
く
恨
ん
だ
と
い
う

（『愚
管
抄
』
巻
四
島
今
鏡
』
巻
一
し
。
『今

鏡
』
に
は
、
「
み
か
ど
の
御
や
し
な
ひ
ご
、
例
な
き
こ
と
と
て
、
皇
太

弟
と
ぞ
宣
命
に
は
の
せ
ら
れ
侍
け
る
」
と
あ
り
、
猶
子
関
係
に
よ
る
院
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政
が
い
ま
だ
お
お
か
た
の
承
認
を
得
た
も
の
で
な
か

っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
が
、
そ
の
反
面
、
近
衛
が

「
御
や
し
な
ひ
ご
」
で
あ

っ
た
た
め
に
、

崇
徳
が
皇
太
子
と
し
て
の
即
位
を
期
待
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
時
期

に
は
す
で
に
猶
子
関
係
に
よ
る
院
政
の
可
能
性
が
芽
ば
え
て
い
た
と
考

え
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
小
稿
が
追

っ
て
き
た
願
文
の
中
の
院
の
像
の
変
遷
、
就
中

皇
統
意
識
が
し
だ
い
に
強
調
さ
れ
て
ゆ
く
経
緯
は
、
こ
う
し
た
院
政
の

成
立
条
件
を
父
子
関
係
に
限
定
す
る
認
識
の
成
立
と
展
開
と
を
背
景
と

し
て
い
よ
う
。

匡
房
に
よ
る
自
河
院
像
の
中
に
は
い
ま
だ
そ
う
し
た
父
子
意
識
は
希

薄
で
あ

っ
た
。
院
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
の
も
、
鳥
羽
天
皇
が
即

位
し
、
院
政
が
確
立
し
て
以
降
で
あ
る
。
そ
の
後
、
敦
光
の
頃
に
、
白

河
か
ら
鳥
羽

へ
と
院
政
の
主
役
は
交
代
し
、
帝
位
を
退
い
た
身
で
あ
り

な
が
ら
天
皇
の
父
と
し
て
国
政
に
関
与
す
る
院
の
、
治
天
の
君
と
し
て

の
権
力
の
根
拠
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
近
衛
天
皇
の

即
位
を
め
ぐ

っ
て
、
院
政
の
主
を
今
上
天
皇
の
直
系
の
尊
属
に
限
定
す

る
認
識
の
定
着
が
確
認
さ
れ
る
頃
、
院
と
天
皇
と
の
父
子
関
係
を
強
調

す
る
永
範
の
願
文
が
現
れ
、
鎌
倉
時
代
の
願
文

へ
と
そ
の
流
れ
は
受
け

継
が
れ
て
ゆ
く
。

永
範
の
鳥
羽
院
関
連
願
文
の
う
ち
、
現
存
す
る
最
初
の
も
の
は
、
久

安
三
年

（
一
一
四
七
）
の

「
鳥
羽
院
安
楽
寿
院
内
阿
弥
陀
堂
供
養
願
文
」

で
あ
り
、
こ
れ
は
近
衛
が
皇
太
弟
と
し
て
即
位
し
た
た
め
に
崇
徳
が
院

政
を
行
う
道
が
閉
ざ
さ
れ
て
か
ら
わ
ず
か
六
年
後
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

そ
の
後
も
永
範
は
願
文

の
中

で
繰
り
返
し
皇
統
意
識

に
立
脚
し
た
鳥
羽

院

の
姿
を
語
り
続
け
、
鳥
羽
院
政
を
支
え
た
の
で
あ
る
。
緊
張
し
た
政

治
状
況
が
そ
れ
を
要
請
し
た
面
も
あ
ろ
う
。

院

の
国
家
的
法
会

に
お
け
る
願
文
は
、
法
会
を
荘
厳
す
る
だ
け
で
な

く
、
文
中

で
語
ら
れ
る
院
そ
の
も
の
を
も
荘
厳
し
た
の
で
あ
り
、
永
範

の
願
文

に
至

っ
て
、
院

の
荘
厳
は

一
つ
の
定
型
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

注（１
）
「
江
都
督
納
言
願
文
集
』
注
釈
稿
」
翁
国
文
学
研
究
資
料
館
調
査
研
究

報
告
』
二
四

。
二
〇
〇
三
）

（２
）
「院
政
期
の
北
斗
信
仰
と
大
江
匡
房
―

『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
「北
斗

曼
陀
羅
堂
」
を
中
心
に
―
」
翁
国
語
国
文
』
七
二
―

一
。
二
〇
〇
三
）
。
「貌

姑
射
に
住
む
上
皇
像
の
形
成
―

『荘
子
』
「逍
遥
遊
」
に
お
け
る
尭
帝
伝
承

か
ら
―
」
「
和
漢
比
較
文
学
』
三
二

・
二
〇
〇
四
）
・
「大
江
匡
房
と
唐
文
の

受
容
―

「楚
越
の
竹
」
と
い
う
語
を
め
ぐ
っ
て
―
」
「
語
文
』
八
二

。
二
〇

〇
四
）

（３
）永
範
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「藤
原
永
範
考
」
（
大
谷
大
学
研
究
年

報
』
五
七

・
三
〇
〇
五
）
で
概
略
を
述
べ
た
。

（４
）
願
文
の
文
章
構
成
に
つ
い
て
は
、
山
本
真
吾
氏
に

一
連
の
考
察
が
あ
る
。

「文
章
構
成
法
か
ら
観
た
平
安
初
頭
期
追
善
願
文
の
文
体
」
翁
二
重
大
学
日

本
語
学
文
学
』
二

。
一
九
九

一
）、
「
江
都
督
納
言
願
文
集
』
所
収
追
善
願

文
の
文
章
構
成
に
つ
い
て
」
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
』

一
五

・
一
九
九
二
）
な

ど
参
照
。

（５
）
「院
政
期
の
帝
王
観
」
翁
院
政
と
そ
の
時
代
―
王
権

・
武
士

・
寺
院
』
思

文
閣
出
版

・
二
〇
〇
三
、
初
出

『赤
松
俊
秀
教
授
退
官
記
念
　
国
史
論
集
』



赤
松
俊
秀
教
授
退
官
記
念
事
業
会

。
一
九
七
二
）

（６
）前
掲
注
３
拙
稿
参
照
。

（７
）対
句
で
あ
る
こ
と
か
ら
私
に

「戒
」
を
補
う
。

（８
）
五
味
文
彦

「院
政
と
天
皇
」
「
岩
波
講
座
日
本
通
史
第
七
巻
』
岩
波
書

店

。
一
九
九
三
）
な
ど
参
照
。

（９
）
管
見
の
と
こ
ろ
、
『菅
家
文
草
』
六
四
九

「奉
太
上
皇
勅
、
於
清
和
院
法

会
願
文
」
程
度
で
あ
る
。
な
お
、
『本
朝
文
粋
』
巻
十
三
に

「朱
雀
院
平
賊

後
被
修
法
会
願
文
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
朱
雀
院
在
位
期
の
作
で
あ
る
。

（１０
）
小
峯
和
明

「『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
の
世
界

（五
）
―
白
河
院
と
法
勝

寺
関
連
願
文
―
」
翁
中
世
文
学
研
究
』

一
七

。
一
九
九

一
）、
同

「
『江
都
督

納
言
願
文
集
』
の
世
界

（六
）
―
白
河
院
関
連
願
文
を
め
ぐ
る
―
」
翁
中
世

文
学
研
究
』

一
八

・
一
九
九
二
）
な
ど
参
照
。

（１１
）本
文
は
基
本
的
に
六
地
蔵
寺
本
に
拠
る
が
、
前
掲
注
１０
小
峯
氏
の
論
考
に

身
延
山
文
庫
本
と
の
異
同
が
示
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
れ
を
参
考
と
し
た
。

（‐２
）
六
地
蔵
寺
本

「太
」
に
作
る
が
、
前
掲
注
１０
の
小
峯
氏
の
論
考
に
示
さ
れ

た
身
延
山
文
庫
本
に
よ
り
訂
す
。

（‐３
）対
句
で
あ
る
こ
と
か
ら
私
に

「之
」
を
補
う
。

（‐４
）対
句
で
あ
る
こ
と
か
ら
私
に

「之
」
を
補
う
。

（‐５
Ｙ
」
の
他
、
敦
光
に
は

「
…
、
然
間
、
恭
く
も
三
代
帝
王
の
父
祖
為
り
て
、

己
に
七
旬
春
秋
の
年
算
に
余
れ
り
、
…

（中
略
）
…
、
方
に
今
、
宝
篠
を
逃

れ
る
と
雖
も
、
脱
履
を
楽
し
と
雖
も
、
幼
齢
の
主
を
愛
念
し
、
朝
家
の
政
を

扶
持
せ
り
。
今
も
今
も
宗
廟
社
稜
の
基
を
継
体
守
文
の
君
を
安
せ
む
と
し
て
、

水
月
の
空
観
も
其
の
心
を
乱
せ
り
、
煙
霞
の
逸
遊
も
其
の
思
を
煩
ひ
て
、
絡

徒
の
悪
念
を
も
顧
り
み
ず
、
畏
れ
ず
。
偏
へ
に
国
家
の
為
に
、
専
ら
王
法
の

為
に
、
其
の
道
理
に
任
せ
て
、
朝
憲
を
行
は
ん
と
欲
す
、
…
ご

（『平
安
遺

文
』

一
九
二
三
号

「白
河
法
皇
御
告
文
案
」
（石
清
水
田
中
家
文
書
）
保
安

四
年

（
一
一
二
三
）
八
月

・
適
宜
訓
読
を
施
し
た
）
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

（‐６
Ｖ
」
の
こ
と
に
関
し
て
興
味
深
い
例
に
、
永
範

「鳥
羽
法
皇
熊
野
金
泥

一
切

経
供
養
願
文
」
（仁
平
三
年

（
一
一
五
三
）
二
月
十
四
日
）
が
あ
る
。
こ
の

中
に

「弟
子
、
早
く
綺
歳
に
先
ん
じ
、
恭
な
く
も
羅
図
を
握
る
。
徳
薄
く
し

て
蒼
臭
の
心
を
懸
じ
、
功
成
り
て
玄
元
の
誡
め
を
守
る
」
と
い
う

一
節
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
敦
光
の

「鳥
羽
院
参
御
熊
野
山
願
文
」
（天
治
二

年

（
一
一
二
五
）
十

一
月
二
十
三
日

『本
朝
続
文
粋
し

の

「早
く
羅
図
を

握
る
。
徳
薄
く
し
て
蒼
々
の
心
を
懸
じ
、
功
成
り
て
玄
々
の
誡
め
を
守
る
」

を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
鳥
羽
院
の
熊
野
で
の
願
文
と
い
う
こ
と

で
、
往
年
の
敦
光
の
願
文
が
引
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
願
文
の
製
作
に
当

た
っ
て
、
永
範
が
敦
光
を
は
じ
め
と
す
る
先
人
の
作
を
熟
読
し
て
い
た
こ
と

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

（‐７
）
こ
れ
は
、
鎌
倉
時
代
の
唱
導
が
次
第
に
施
主
へ
の
配
慮

・
賛
辞
に
重
き
を

置
く
よ
う
に
な
り
、
表
白
に

「施
主
段
」
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

と
運
動
し
て
い
よ
う
。
『安
居
院
唱
導
集
上
巻
』
解
説

（角
川
書
店

。
一
九

七
二
）、
山
本
真
吾

「鎌
倉
時
代
に
お
け
る
表
白
付
説
教
書
の
文
章
構
成
と

文
体
」
（
国
文
学
致
』

一
三
四

。
一
三
五
合
併
号

・
一
九
九
二
）、
同

「表

白

・
願
文
の
用
語
選
択
―
金
沢
文
庫
本

『言
泉
集
』
の
記
述
を
め
ぐ

っ
て

―
」
翁
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』

一
〇
二

。
一
九
九
九
）
参
照
。

（‐８
）
『古
代
王
権
と
律
令
国
家
』
第
二
部

「古
代
王
権
の
構
造
」
第
四
章

「中

世
王
権
の
特
質
」
（校
倉
書
房

。
二
〇
〇
二
、
「中
世
の
太
上
天
皇
に
つ
い

て
」
６
年
報
中
世
史
研
究
』

一
七

。
一
九
九
二
）
を
補
訂
し
た
も
の
）

（
に
き

。
な

つ
み
　
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）


